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器楽基 礎 ク ラ シ ッ ク ギ タ ー の に の と 、

佐
（ 教 育 学 ⾳ 楽 教 育 学 ）

楽 器 の 演 奏 な 実 技 的 な 技 に て 的 に と ー ン

の に 要 な の タ ー ⼀ ⾳ 楽 奏 と 楽 器

⾳ ⾳ 楽 の 演 奏 の み め と 楽 器 と 識

て し 教 育 現 の の に て し み な 基

的 な 技 学 と し 楽 器 と 識 た に ー ン し な 学

と 能 と タ ー の ー ン に し た の 教 し し

て た ⼦ ⼤ 学 「 器 楽 基 礎 」 に 実 践 と の に て

タ ー ， 器 楽 基 礎 ， 教 授 法 ， ー ン

クラシッ ク ギ タ ー の は 、 の の
く なり 、 ス ー ギ タ ー クト ッ

クギターの に ッ ク を い な い た 、
す の な 、 も 多 く の を し
て す あ 。 の た 、 者 い
のまま す と し い 楽器であ 。

な楽器の を す に いて
も、 は な も の で あ 、ク
ラシックギ タ ー は 、 で 楽 を で と
で 楽 器 で あ た 、 の 授 ⼤
の講義な 、 で の を く

に、 の い 楽 を と して す
と、 し い 楽 器 で あ と い 意 を

てしま と に な 。 本 で は 、 の を
ま 、ク ラ シ ッ ク ギ タ ー の を で

に に た に した
教 と、 の 教 を い た 本 教
楽 教 の 講 義 「 器 楽 基 礎 I 」 で の を

して し た と 、 の に いて
。

本 教 楽教 の
であ 「器楽基礎 I 」は、 0 の 講⽣
を ー に 、 楽器 ー ー
ギター 楽器の の楽器を、

の講義で ー ーシ しな でい
く を と て い 。 シ ラ バ ス で は 「 ー
ー ギター 楽器の では、 の楽
器を に い、楽器の を した
で、基礎 な 表 、 を に
ていく。また、 の をと とで、ア
サ を に とも いとす 。

クシ に いて、 講義
に を ストを い、また、

表 も て い く 。」 と て り 、
ギター に しては の の講義

てい 。
1 楽 器 の い

に いて
に ア サ

ア の の
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までのま と と
0 本 講 義 を担当す に あ た り 、

講義の前 者の り を し た で 、
の は 、 楽 な に

を な 、 シ な ク サ サイ
ードをと し て 、 に とい

を り す と で 、 い を
な の で と を て、
教 を した 。 で は 、 の ギ タ ー

ード ードを し 、 い に
ていたとし て も 、 本 講 義 で す と

しい を な 。

ギターは、 者 に と て し て に
で 楽器では な い 、 で、

で と も あ り 、 の様々な
楽 で て い 。 の で あ
の ードは、 に り 、様々な を

で し て り 、 ー ッ に
ート の楽 器 に て も 、 ッ サ スの

、 で た た り 、 く
楽 し て い た と も 、 の

の を い知 と で 。
のた 、ギタ ー の 教 本 の は く、

1 に は 、 ス イ の ス サ ス
1 0 1 1 0 を は と す 、

多くのギタ ス ト に 教 本 、
く ー ッ で し た 。 の ギ タ ー
の に くな た 1 に は 、 ッ

ッ シ 1 1 に
ード た 。 の ードは、

を た の の 本
て り、 も く し て い 。 ッシ
の ードの と し て は 、 に、

のス ー 、 な を に し
ていく とな て り 、 に た

ードの 々 で 、 と にクラ
シック 楽の基 礎 を と に も し た 教 で
あ 。

の 、 な を た ラ シ ス

タ 1
1 0 は 、 ードは し て い な い 、 の
⼦ で あ

1 1 0 タ の に し て ま
と 、 ス イ 、 ラ ス で た

1 を
してい 。 は にも な
ードで、 な を した の 、

は 者 に ード
、 な とともに てい 。

ッシの ード 、ギターの な
⾯と、 楽 のものの知 を して
であ た 、 の 楽 に

なく、 は くない。 に対し、
ー の ードでは、 の の ス

タートし、 々に を とな てい
て、 に り とな てい 。 と

、 を にな と、 に
くな ていくな 、 の クササイ

をし りと しな の
と しい りとな てい 。

り の を あ と 、 0 1 に
た ス タ ー イ ー

1 に 教 本 で も 、 の ク
ックの を に りとな て り、

の てく までに、 基本の を
す とに なりの を とにな 。

しくない いて
す のは を た 、 の ード

は基礎の に を いて り、 な
を してい と 。

し し に 、 に た
ードでは、 に対す い意 、

な に て基礎 な をし りと
な す とを前 として て

い た 、当 な 、 楽の授 でギターを
て に ⽣ 、教 を す ⽣ 、

であ の の を す
には、 しにくい。
者はギター の 、 を として

い た 、 の ードとは た で、
者 、 、 して な



─ 137 ─

器楽基礎（クラシックギター）の短期習得における達成感の重要性と効果、および実践的研究

― ―

で を す た に 、 講 義 に先 て教
を し た 。 教 に ま に

し て 、 、「 ク サ サ イ 」 を な の
、「 ー ド 」 を り 楽 な に

いものと 義 す 、 ク サ サイ に いても
な の で は な く 、 楽 を た

とな て し た 。 ま た を
す な 、 を すだ の な クササイ
にと ま も の は 、 楽 で す

ととし た 。 は に 楽 を と
で に対す 意 を な い た であ 。

で は 、 し た 教 を し な 、
ー に対し て り し た講義の

に いて 。

した教 と講義に

 

に あ た の 講 義 で は 、 ギ タ ー の
と楽器の の の 、 な

に す を たあと、 にギタ
ーを に り、 の な を

で し、ま は楽 を 、 の で
を く を た。 の 、 の教 に
り だ。
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の ク サ サ イ 、 で は 、 の
を 。 は で 、 は 本
の に ー ス し て 、 と
た の で を 。 の ク サ サイ

で 、 の を い と で 、
く を の で す に な 。
た な ク サ サイ を り す と で

を た 。 を し 、 の ク サ
サイ を に 、 に す と で 、 を

り な い な り を た 。 ま
た 、 多 く の 教 本 で は 、 ッ ク の に あ 1

の を す と の と な
て い 、 本 ク サ サイ で は 、 に

てい 、 スタートす
と で 、 ギ タ ー に て 、

のポ シ を に と を 意
で に し た 。 ク サ サイ で は 、
の を す 、 のポ シ は
と を し て い た 、 は ッ
トにな てい 。

ク サ サ イ は 、 た な と 、 た な
の を し 、 タ ー も変 り 、

様々な で 意 と な 。 く ク サ サ
イ は 、 で す ク ッ ク を
し た も の で 、 り ードに い も の と な

てい 。

ク サ サ イ 、 は た な を
す ものであ 。 1 と は な り

てい た 、 両 の 、 変 に
な に たポ シ をと

てしま ース 多いた 、 の で しい
の を意 に 、 を た。

ク サ サ イ は の ス ー で 、
の でもあ 。
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を ポ シ で は 、 も
して す と な を い に

で の は 、 と の ス ー であ
。 者 の と し て り し てい
を 、 ま た と し て だ。
を で り に す と で、

の を た 。 ア に て い ⽣に
と ては、 た 、 の

を り し し た 。 の に 、 の
で は ッ ト を の で

す と を し 、 に ッ クをしてま
た 。 は のポ シ を
と な 。 ま た 、 様に の

の を た。
での に い て は 、

を り し す と で を
す と で あ た 。

の ク サ サイ は 、 と
なく す と で 、 を
とい で は し た と 。 の

でまだ く て い な い と てい ⽣
に対しては 、 す で に な り し て い とを

り し す と で 、 ー シ の
に た 。

の り り を た あ と 、 たな
として ク サ サイ の
のス ー に り だ。 で の

を し た 。 は 、 ア アイ の に
り 、 の に を ア

の前 と し て し た 。 の
の には、 を す
だ 、 と を て を す ー
ス た 。 だ で を す の
であ の な で も は だ 、
多 楽 を す 、 を

て す あ の で 、 の 、
で す も で す と にな

、 り し を い 、 の
の ー を し 、 な は を
た。

の 、 に した楽 を い、 の
に いて を た。 の にあた

て、ポッ ス で タ を 意し、
を し た 。 ギ タ ー 、 ア ー ス

ックギターではタ い 、
なくても で と 、 な

の を す には だと考 ていた 、
の講義 には、タ の と

とを してしま ⽣ し、 してし
ま ⾯ あ た。 たな の と 、タ

の の な てしま た に、
の 表 に しても ではな

たた 、 の でのタ は して
いた な はあ 、 し であ

た。 の ー には の を 意
して を た。

の楽 、 の は、
な ード の に い の で、

者にと て であ と 、
ギターは しい楽器であ とい をもた
してい ⾯ あ 。 に、 に で

⽣は であ た。 の し を
して 、 の に た、
た に り だ。 は なく

で ⽣ と であ た。
引き続き、和音の奏法として の
の に たア の を た。
ク サ サ イ 、 で は 、 ト の ト ッ ク 、

ド ト、サ ド トの を し、
な で とを した。

ア に い ア アイ と 、
に したアポ ド の を の講義
で す と し た。 はス イ

に のない 本 者であ
のない とであ 。 り り すい を

に い な 、 を したい。
には、 の に いても⼤ く を

と ⽣は 、 のあ ー では、
で り と の ーを

先 りして した。 の と は
の であ 。
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前 の を い 、 に ス ト の とな
のス ー に し て に り りを

た。 の 、 、 ク ラ ス の前で
ス ー を く を た 。 で す

楽器は なく、 の で も の ⾯に
て クラシ ッ ク ギ タ ー は 、 の で

を た 、 に先 て す を
た。 の 、 も の と な

と の 楽 を し た 。 と

は 知 であり、 し
すい と、 を いた を し すい
ト で、 ーも ポ シ で
で と した。 ⽣は に

す 1 に しては の
ートを、 は を担当し、 者
主に ートと 1 の を担

当した。
1 の では、サ ド ト

の に を い とで であ
を として い とで、 の に
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だア り も を 、
のな で ス を した。

と し で 、 にクラス
で に を た 。

で と を す とは、
多くの ⽣ に と て を と い

し た。 の でも を した教
は していたと 、 の では、
楽器 者であ ⽣の に、 であ

とに りな を てい 様⼦も
た。

の で は と し て 、 の ス ー
ク サ サイ 、 と と の

を 。 を 前に の
を り 、 と と の

ーサ を た 。 の 、 の ⽣は 主
を た 。 の 、 の として、

の ス ー を し、 いて
で と を で したあと、

と の を した。
の は、 教 の前 で い、

のクラス イト は とな で た。
の として、 の ス ー に し

ては、た た しい ⽣も いた 、
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なく す と で た 。 く
で に 、 な ス ー の では

なく、 ー の ッ ー クササ
イ 、 を と し た 、 に の

は の に の に
てい の で 、 多 く の ⽣ の を

く とを てし ま て い た 。 ク サ サイ に
の あ た 、 に は し な

た。
と に し て は 、 な く で 、

楽 な に り ポ を
し、 り の ポで を

に た。 り に す と に
な ⽣もいた 、 し り と 楽 な 表 に

してい ⽣ も 多 く た 。 も ま
て す な は な く 、 講師とのア

サ も な く な て い た 。
す ての ⽣に対し 、 の を

と で と な た 。

講義の に い て し た と し て、
⽣に対し、 て い 、 を 講師の り

もしくは の ス ードで な てい
とい を 、 ク ラ ス と 々の ⽣に

対し、 に と で 、 な い 、 しいと
い な を に く く す
くりを た 。 だ シ な でも、

に す に は な 、 の で
に てい を し 、 を た。ま

た し な ⾯を て い ⽣ に は 、
を て くり と す と を し 、 に
は を て に り 、 を

な 、 す の を に 意す
な 、 な り に対す に ま
、 対 での ま な対 を た 。 ⾯、
楽器の あ ⽣ な は な

を してい ⾯も あ り 、 く 、深く
意 あ ⽣ の た に を す

な を と と な た 。 ま た、
であ の 講 義 の に は 、 に

に した とは、すでにギター
にな てい とであ と して 、

楽教 とな た に⽣ に教授す に、な
くポ に り にな と

を意 しな を た。
講義の の として、 し

ラックスした で、 であ ラ ス
ー ック の を たあと、

クラスを ー に た を
た。 なく にな た
で、 に し、講師 1

を担当す で、 での を して
の とした。

の 、本 ではス ー 0 の
い楽器の 、 も いア アの

1 ギ タ ー の 楽 器 も ⽣ に し て
り、 い とで に を ⽣

に の を した。 に教
には い た楽器の 意 ない と と

であ た 、 に ない、 の ⽣
は な 0 のス ー の楽器で を

た。

ー 講義で、前 者 ていた
ア ートを し、 講者に を し た。

⽣ の を た。講義の
を で す ない い

では、 は 1 、 を
し、 い た。

ギターのイ ー を に いては 、
前 た りの では しいイ ー

であ た 、講義を 講す に 、 々に
く と にな たとい を て
たとい 多 た。 またギターは
ード な 、 をす 楽器だと ていた

、 で す とに いたとい 意 も
多く 、 楽器であ クラシックギター
の知 い では い とに してい

に た。
の 、 を に す では、
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、 た と 、 に を て
教 た と を た に あ て り、

ー ッ ス で あ て も に を し
な 、 し て い を あ て と

ーシ の に て い とい
とを し た 。 て 、 講 義 の に た

ー ッ ク に い て も 意 な意
、 の に な で楽し

を と 、 の ー シ を
す とに な と も で た。

者 講義 の に も し て いた、
を 講 義 の に い て は、あ
の を と で た 。 ⾯、 の

を た 、 の を
た な 、 な で あ り な に

も の は く な 、 の
を あ た た 、 な で
とギター教 授 と し て は な もあ た
た 、 は の に 、 り な

を に い て を
を た 。

本 では、 ク ラ シ ッ ク ギ タ ー の 者に対し、
な を 多 に し 、 を

、 を す い で と で、
でギターに対す を な 、基礎 な

を に 教 に いて
た。

者は本講 義 を担当す ま で 、 ギ ター に
しては、 ッ ス 楽 ー
の し な た 、 に 教

の 講師と し て 、 の講
義に す を た で 、様々な⼤ の

講義 、 で の を担当し
た あ た た 、 の に た
知 を し 、 ッ ス で の と

、 を し た 講 義 を す に
た。

に て は 、 と し て まで
ギター 、 に 者 ギ タ ー ー

ドを した を し、バ トーク ラ
1 1 1 の、 ク ス

ス を参考としてい 。
本 で た を元に、本 の

楽 を したものを、 楽表
は で 楽表 は だで変

く だの し い い ッ ス
0 の 「器楽の基礎 ギター 」に
した。

ー ッス でギターを教授す に
す は だ なく、 とも

な であ と考 。 の ー
ッス の 、 の ーシ の

た の り を しな 、 も器楽基
礎 I の講義 、 者 の教 の
教 の に り でいく。
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実 践総合セン タ ー紀要 8  ( 2 0 0 9 ) :  1 3 3 ‒ 1 4 6 .

飯野な み ,  福⽥賢⼀ 郎 ,  ⻄村悟史，⻄村拓⼀ ２０

１７ 『 ⾳ 楽指導⽀援の た め の 演 奏 法 の⽬的

指向知識 の構築』 研究報告⾳ 楽情報科学

（ MU S ） 2 0 1 7 -MU S - 1 1 5 ,  n o .  4 2 :  1 ‒ 5

河内勇 ,  河内知⼦ 2 0 2 0 『「 ⾳ 楽表現 の知識 と 技

能Ⅲ（ 器 楽 ）」 の 授業改善の試み ―管弦楽 器

の 基 礎 的 な 技 能 に関し て―』 兵庫教 育 ⼤ 学

研究紀要 5 7 :  4 5 ‒ 5 2 .
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